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アンテリアガイダンス
＜とても難しいです＞ 



１．アンテリアガイダンスとは

保母須弥也先生は「アンテリアガイダンスは、下顎の滑走中に、切歯
点が描く運動経路。通常、曲線を示し、その長さは２〜５㎜程度である。
切歯路のうち前方運動中に切歯点が示す運動経路を、前方切歯路と呼
び、側方運動中に切歯点が示す運動経路を側方切歯路と呼ぶ」と定義
しております。

Gysi は、アンテリアガイダンスが下顎運動のガイドとして、顆路と同等
の重要性があることを明らかにしました。

Dawsonは Functional Occlusion の第１７章にて「アンテリアガイダンス
とスマイルデザインとの関係」として解説しております。
アンテリアガイダンスに関する理論は、現在もさかんに議論され進歩

発展してきております。その結果、アンテリアガイダンスは、審美歯科の
最も重要な要素として注目されております。

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】



Dawsonは、右イラストの三つの異なるアンテリアガイダ
ンスのパターンを示しております。このように、アンテリア
ガイダンスは個人差が大きいことから、患者さんに対す
るアンテリアガイダンスの設定が複雑にならざるを得ま
せん。また、アンテリアガイダンスは、機能的限界運動と
調和する必要があります。さらに、アンテリアガイダンス
は、審美性において重要な要素となります。
以上のことから、アンテリアガイダンスの設定に関して
は、個人差、機能性の調和、審美性などにおいて、多方
面にわたる理論の展開が求められることになります。

２．アンテリアガイダンスの個人差

（Functional Occlusionより） 

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】



咬合を再構成するに際して、アンテリアガイダンスは、中心位に続
く重要な要素となります。

右イラストは、下顎が中心位から下顎前方位に移動するに際し
て、前歯が接触し続けることにより、臼歯が離開し、臼歯が保護され
ることを示しております。この前歯部の役割は重要です。前歯に保
護されていない臼歯は、将来確実に多大なストレスを受けます。
一方、アンテリアガイダンスは、上下顎の前歯が接触することによ

り構成されます。そのため、前歯部の形態は、アンテリアガイダンス
に強く影響を受けます。すなわち、アンテリアガイダンスは、前歯部
の審美性の鍵となります。

３．アンテリアガイダンスの意義

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】



４．上顎前歯形態の決定
第一段階

（Functional Occlusionより） 

上顎前歯の形態は、５つの段階を経て決定さ
れます。その第一段階は、右イラストの矢印が
示す赤いライン部分です。
上顎前歯舌側面のこの部分は、中心位の咬合

において、下顎前歯の切縁が上顎前歯舌面上で
明瞭なストップが得られるような形態にする必
要があります。

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】
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（Functional Occlusionより） 

上顎前歯形態決定の第二段階は、右上イラストの２の部
分、すなわち唇側面の上部１／２を決定します。この部分
は、診断用模型により正確に設定することができます。
右下イラストが示すように、唇側面の上部１／２は、歯槽
突起唇側面の延長上にあり、歯槽突起から歯面へ湾曲が
あってはなりません。この決定を容易にするためには、診断
用模型が歯槽突起の全ての唇側面を印象されている必要
があります。

４．上顎前歯形態の決定
第二段階

アンテリアガイダンス 
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（Functional Occlusionより） 

４．上顎前歯形態の決定
第三段階

上顎前歯形態決定の第三段階は、右イラストの３の部分、すな
わち唇側面の下部１／２の形態を決定します。この面は第二段
階にて設定した面と異なる二つ目の面として構成されておりま
す。上下の口唇がこの面をガイドとしてしっかり接触することが
できるように注視する必要があります。
この面を修正する場合、模型上での診断用ワックスアップにて
形態を推測し、プロビジョナルレストレーションを患者さんに装着
して調整して完成させるという手順を踏む必要があります。

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】



（Functional Occlusionより） 

４．上顎前歯形態の決定
第四段階

上顎前歯形態決定の第四段階は、右上イラストの４の部分、す
なわち切歯切縁の位置と形態を決定します。切歯切縁は、右中
イラストが示すように、患者さんが静かに微笑んだ際の口唇内側
に沿う必要があります。この切縁の位置は、右下イラストが示す
ように、自然な発音に対する理想的な前歯と下口唇の位置関係
でもあります。プロビジョナルレストレーションを患者さんに装着し
て発声させることにより、さらに詳細な位置と形態を決定するが
できます。

アンテリアガイダンス 
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（Functional Occlusionより） 

４．上顎前歯形態の決定
第五段階

上顎前歯形態決定の第五段階では、右イラストの“５”の部分の形態を
決定します。これまで、機能的下顎運動の開始点“１”と終末点“４”を決
定しました。すなわち、この１〜４の間は、アンテリアガイダンスの機能的
運動軌跡を構成する部分です。この部分の形態は、アンテリアガイダン
スが下顎の機能的運動範囲に調和させることにより決定します。その調
和のためには、以下の５つのスッテップが必要とされます。
ステップ１：セントリックストップの構築
ステップ２：セントリックストップの拡大
ステップ３：切縁の位置の決定
ステップ４：直線的な前方運動時のグループファンクションの確立
ステップ５：前歯への負荷が分散された理想的な側方運動の確立

※それぞれについて解説します。

アンテリアガイダンス 
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（Functional Occlusionより） 

右の写真が示すように、全ての前歯にお
いて、調整されたセントリックストップを構築
します。

４．上顎前歯形態の決定
第五段階
ステップ１：セントリックストップの構築 

アンテリアガイダンス 
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（Functional Occlusionより） 

４．上顎前歯形態の決定
第五段階
ステップ２：セントリックストップの拡大 

習慣性閉口路が中心位より前方に位
置している場合、同じ咬合高径でセント
リックストップを前方に拡大します。（ロン
グセントリック）

アンテリアガイダンス 
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（Functional Occlusionより） 

４．上顎前歯形態の決定
第五段階
ステップ３：切縁の位置の決定

右の写真に示す切縁の位置は、中心位を保持してい
る接触に次いで、２番目に重要です。前歯が適切で、形
態を変える必要がなければ、切縁の位置は維持すべき
です。切縁を修復物で修復する場合は、プロビジョナル
レストレーションを患者さんに装着して、患者さんが使い
心地や審美性を受け入れてから最終的な形態として決
定します。

アンテリアガイダンス 
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（Functional Occlusionより） 

４．上顎前歯形態の決定
第五段階
ステップ４：直線的な前方運動時のグループファンクションの確立 

前方運動路を確立する前に、正確な切縁の位
置を決定しなければなりません。中心位から切
端位まで咬合紙を介して前歯をスライドさせて干
渉部を印記し、右の写真が示すように、４前歯が
前方に連続的な接触を持つようになるまで調整
を続ける必要があります。

アンテリアガイダンス 
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（Functional Occlusionより） 

４．上顎前歯形態の決定 第五段階
ステップ５：前歯への負荷が分散された理想的な側方運動の確立 

どのような口腔内でも、側方運動時においてグループファンク
ションをとるべきであると考えるのは誤りです。これは、全ての
咬合を犬歯誘導にすべきだというのと同等に誤った考えです。
犬歯のみのガイドで非常に安定した側方運動が得られている
歯列では、このような咬合関係を変える必要はありません。しか
し、犬歯が高度に動揺していたり、著しく咬耗が進んでいたり、
歯周組織からの支持を失っていそうな場合は、他の前歯とのグ
ループファンクションにすることで、犬歯の負担や咬耗を軽減で
きます。犬歯誘導をグループファンクションに変えることはメリッ
トがありますが、逆にグループファンクションを犬歯誘導に変え
る明確なメリットはありません。

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】



（Functional Occlusionより） 

前歯の基本的形態の最後の決定事項は、右イラストの６、
中心位ストップから歯肉縁までの豊隆です。簡単な決定内
容ですが、ここの形態の誤りは、舌がこの範囲に接するよう
に位置するｔ音、ｄ音またはｓ音の発音を妨げる可能性があり
ます。鋭利な棚になることは避ける必要があります。

４．上顎前歯形態の決定
最終段階

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】



５．審美的形態のための上顎前歯形態のガイドライン 

この時点までに、機能と解剖との境界範囲が確立されました。ほとんどの場合、診断用
ワックスアップは理想的な形態に近似しております。そのため、大幅な修正は必要ありませ
ん。しかし、プロビジョナルレストレーションによるわずかな形態修正は、唇側カントゥアや
切端の位置を理想的にするために必要です。審美性に問題があり形態修正が必要とされ
た場合、以下に示す５つのガイドラインにより修正します。
１）正中線
２）切歯の形態
３）歯肉の形態
４）犬歯の傾斜
５）犬歯の形態

※それぞれについて解説します。

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】



１）正中線

正中線は、切端の傾斜にかか
わらず常に垂直であるべきです。

（Functional Occlusionより） 

５．審美的形態のための上顎前歯形態のガイドライン 

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】



（Functional Occlusionより） 

５．審美的形態のための上顎前歯形態のガイドライン 

個々の切歯切縁の彎曲は、切歯側歯間鼓形空
隙に対してカントゥアをガイドする円に関係しま
す。近心の円は(歯の)幅の１／３で、遠心では(歯
の)幅の２／３の大きさまで大きくします。側切歯で
は近心では幅の２／３、遠心では幅の３／３にな
ります。この割合は、前歯の形態を整える際のガ
イドになります。 

２）切歯の形態

アンテリアガイダンス 
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（Functional Occlusionより） 

５．審美的形態のための上顎前歯形態のガイドライン 

歯肉の形態は、頂点がわずかに遠心に
向いている三角形です。高さは異なり、中
切歯は側切歯よりわずかに高位です。

３）歯肉の形態

アンテリアガイダンス 
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（Functional Occlusionより） 

５．審美的形態のための上顎前歯形態のガイドライン 

犬歯の傾斜は、正面観では内側に傾きます。
側面観では、犬歯が最高の審美性を保つために
垂直にするべきです。

４）犬歯の傾斜

アンテリアガイダンス 
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（Functional Occlusionより） 

５．審美的形態のための上顎前歯形態のガイドライン 

犬歯の理想的な置かれ方は、側面を向いている状態で
す。前方から近心面が見え、通常、近心面と唇側面の継
ぎ目では線角が見えます。唇側面を丸くしてはならず、む
しろ、直線的にする必要があります。
患者がプロビジョナルレストレーションの審美性に満足
するまで、決して前歯の最終補綴装置を製作してはいけ
ません。

５）犬歯の形態

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】



（Functional Occlusionより） 

６．アンテリアガイダンスのキーポイント

最高の安定性、満足感、機能性を要するために、前歯部は以下に
よる調和を有しなければなりません。
・ニュートラルゾーンとの調和
・口唇との調和
・発音との調和
・中心位との調和
・機能的運動範囲との調和
上記の条件を満たすことにより、最も自然な審美性を生み出す機
能的解剖の基準と調和した歯の位置や形態に帰着します。
審美歯科とアンテリアガイダンスは、歯科医学の中でもっとも複雑
で難しい分野かも知れません。

アンテリアガイダンス 
【歯科開業医の談話室 34】
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次回のテーマは、歯科開業医の談話室35番目「ロングセントリック」です。

今回のテーマを気に入っていただければ をクリックしてください。
質問あるいは疑問がある方は、下の公開コメント欄にお書き下さい。
よろしければチャンネル登録をお願いいたします。
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